
東北 地 方 ¢ 土 壌 侵 蝕 に つ ぃ て

前 田 信 寿 宮城産琴短大）

1． ほ し が き

当地方 の土壌侵鰍 ま水 田単 作と積 雪琴冷に よる凶作対称 こ重点 が置 かれたため従来余 門

憂現されなかつ屯 従って土壌侵蝕の実態調査及び試験 研究ほ岩手、宮城の両県に多 く、

青森 福島にも蟹に見られろ転 置で あ㌔ 即ち水飴につ いてほ、菅野 ＝ 児玉 2 ）北岸 5 ）

⊥戸 4 ）小幡 5 ）小原 占）前川 7 ）曹長 8 ）山本 9 ）藤原 1ロ）前田 11 ）、積雪及び凍土 の

融解m いⅦ ま児玉 2） 、風蝕 についてほ′順 12 ）著生 15 ）立び前 田 叫 営農的調査につ

ぃて は小 森 15 ）及 び黒 河 内 1占）等 の報 賃・が あ り、常 澄 に対 す る脅成 を 明 に して い るハ 全 国

的にみて当 地カ ニ多 い緋 石地は傾斜地が多 く≠叉既存喪 家 に於 ても酪農 と畑作振 興とケこよ・

って営静 〕改善を期待 される粗 そ れ等手許 の資料に基 いて侵蝕状 況 とその田子鞠 こつい

て検 討 して、幾 分で もそ の実 態 を 明に しに し1J

2． 土 壌 侵 蝕 状 況

北岸に よれは腐植に富む火山灰土の試艶仁於 ては南面 1 口G の裸地筏斜畑ほ降雨量 5・口rヂ

1 0分 以上 で受蝕 されるが、 5・ロm Tソ川 分 の降雨で裸地区が ▼1 け － ル当 り2 7 5 7，5 K g

夜硬度 2 5 タiの小 褒区 ほ 5 占・5 恵g 、硬 硬度 9 5 タ‘の大 隈 区 の流 失 土襲ほ 僅 か 5 0 ：k g で

あつ丁も 又小原に よれは冬作ほ安蘇、夏作ほ大 豆及び帝愛の場合、降雨ほ 1 1 回あ？にが、

土壌流柴を謀小麦の生育初期 ほ南面 が多 く，生育の進む に従って、北面 が多 くた り、′j、麦刈

聴後ほいずれ も急激 に増加す る坑 貢知日ヒ面が多 く、升 1黄 の様な紡果 と花つ7も

升1寅 年間土星襲流亡畳 ＝ 0 アール甥 k＿g ）
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小原月改）成績 よ り計 算

作物の生育は鱒 ほ南、大豆及び帝麦は北

が最も良好であつち ゝ喘 明的にほ豪雨艶 の

降雨の 多 い 7・8・9 月の侵 蝕が 著 しじも 降雨

強掛 ；小 なる場合は流失土壌中に粍 土及び

腐植が多 く，未 たろ場合ほ砂が多 く、それ

忙伴っ て植物養 分 の解脱 も著 L しも

岩手農試 17 ）の成熟 こよれば、穆 一小変

－′ト豆 の生 育収 量 ほ僻 敵 うミ練 睦 よ りも よ く、

また 労力 も講摩が 少 な い とし てい る。 聴 き放 り調査 旺 よれ ば横 醸 は進 歩 的農 民 に 多 く、 且

つ侵蝕防止及び土壌水 分保持によいカニ、縦睦ほ排水が よ く且つ人力 作用た ど容易であ るこ
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も検 討 さ

て鴫 しか掘 琵ごニュつてほ鞄 てgti巾 村妨 綿 蛸 け慕ことと、新
と？ど た己の ▼し む 、くも レ ′‾ごイレ ん一L⊥ ‘一 丁、 ‾ － ’‾ l′’■‾‾

官で」ほ糾 わ政財 不十枇 場合も絹 して紳 沖 離 蛸 する練 絹 利性

れて い モb

汚汁 斜離 於て師 売掛 、横合下抑 乍舶 蛸 沌 触 ろことについてほ多数鳩

繋があろ〔 節 すれば受蜘 と僻 地畔 ナ網 遼であっ㌔ 塔横地ほその過程疎 て、

件紙 礫教 及 ぼすこともあろが・、安定卵 黄土の深さ私比例して作物の生乳 収盈欺

良 好で、平均 2 倍前後増収した 例 もあ 屯

脚 叩襟那 の増加 使節 止蛇 比例的綿 効であろとい瞞 音ほ他妨 礪 多い

が、餌 場 薬や雪も硬卵 の－－一つ としての効 あるこ とやl 弘前前に於 け るりん ご園 の樹 当

部落下爛 の糾 5′ぺ・帽 の平舘 教 示帆 卵 遮断和 犬凡約4 D～7・ロ％で F萱
1竜

虎

あ…ミ芸 ≡芸芸；こりいて仰 の脚 （2㌦ 2欄 長25紬 〕でほ17 5 、∃

；n訂lの豪雨蛸 ・L無郎〔肥料単駆 でほ・－○アー噌 … 7ヱ占4・k g 、石灰 11 2・5 七g 加 う

用区は2ろ，ヰ25k g ・悌 る綿 肥一号，・ミ25k硝 用区ほ 糊 Gロk g の耕土が鞭 し屯 葺

この場合堆肥吋 疑集プ〕の増丸 鮒 ヒの僻 生に効果があつたた め一乗商流去水 の鯵凄 と汚・ ≦

粒の崩野 恥 だむっのようであ独 特噸 鞋硝 滞咄 用比 結軋 上方か・うの牡

を濾過L 土壌を准 日比 に残置せ しめ、水 の・丸を下方に流 出させた効 も認 め られち 尚簸職

質肥料匠からほ卿 旺 の5〔糊 口9 5 占k・g の席胤 2 〟 5倍の望軋 燐軌 加里及び石

灰が流失し㌔ ’書

風蝕についてほ 1 0 In ／／s 臥 ヒの鳳凰 土間 数が 1 1 月～翌年 5 月に 5 8 牢愴 数 える年 ∋
毒

もあ る宮古 市 附近 で、粒 子 のこたさほ径 5 nlm 比 ヒの もの も飛散 」 約 5 ロc m の表 土 が別 当

脱され、風下ほ 占年間に 1 m 以上蠍 受しち 蔵王山箇では 2 ロ年 鞠こ・粘土が 5 害舷 、腐植

ほ÷とたつ㌔ 仙台市でほ河岸 の砂質土で防風 野 のない 2 1 2・占ヘクター ルー全畑面寮の

1 2．7 ％が受蝕 し、風下の蒙 ほ 5 ～ 5 c・m 埋没 し屯 尚この際食塩 水l 粍土液 の撒布及び

堆肥等の全面被 覆ほ有効であつ鴇

寄柱に よる土壌諷浩ほ、融秤漣 定の適い∃怖 が最 も流去水多く・・ 南面力辻 墳流失最 も多

い。 融雪期 も刷 蚤であろ。

5， 土 壌 侵 蝕 因 子

斬 終につして 見れほ升 2未 のよ 引こ績斜畑ほ全体Ⅶ ま 4 寮臆 突放 L 一味 に岩手県の如き

ミエ占守与を立正いが 、 こか辟 の うち 1 剰余が 1 5 u 材上の鯛 斜であつて1 5 0 Q 以上の場合
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伐斜 畑
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もあ り，，王そ の 而 之・1 ．ラ ○ 〇 へ ク

タ ー ルに及 んで い モも そ して絵 傾

斜畑及び急傾斜畑のいずれ も畑難

事と平 行 L てユ 、る凸

降雨 剣芝■盲9 ）及び降水畳につい

てふ叫 ま、当地プチの年降水量 ほ

1 2 0 口 汀m ・｝ 2 0 〇 口 王m で あ

る が、 特 に捲 雨 虻つ いてゐ れ ば ア

舟一－9 月の 5 ケ 月に於 て 月合計

2 ロD mm前後の多雨地域ほ穣斜

矧 乃多 い地 帯 と ほ ゞ⊥致 して い ㌔

の故筐を 1 口分間 細雨盈 でみれば 1 9 4 1 年 ｝ ■1 9 5 0 年 の記銘でほ 2 ロ・ロIn m （新庄）

；長南で、 5′｝ 1 1 月申 ′1 0 m m を突敬す る回数ほ、最少の青森は 5 回であるが、藤岡で

丁 2 G 匡L 八 戸 でほ 2 1 回 に及 ん で い ち）

横雲範解に よる侵 蝕ほ年間雪 日数 9 ロ日以上、最深潰雪 5 D c m ；こも及 べは注意 を婆す

が、それほ山路、秋E氏 青森 ．岩手の大部分 と福島県の会津地方及 び宮戎県の芦す方 山泊

等で あ る。

霜柱及 び凍結については 小雪地帯tこも発生す るわけであ るが、その地表温度 ほ升 5葱 の

牙5 表 土出表鮮 〕氷点下降下回数

年 次 ＼、・・、月

．＿．．．－＿、L．＿・．＿＿」＿＿
由和2 5年｝2 d

2 占 ′－ ′ 2 7

2 7 ・・－ 2 8

2 8 ′・－ 2 9

こ、、ト 2 9

1 1 1 之

5 2 1 1 ロ 5

5 1 占 2 8 1 〔 i

1 2 2 4 2 1 2

5 1 9 1 占 4

7 2 1 1 4 2

仙台管区気象台にエる

れば温 度低 下 シこ伴 って 土盟7た分 も減 少 し、 ヒ珊立憲 及

計

5 7

5 7

4 2

パ抗

如 く比較的温 暖た仙台市

に於ても月数画氷点下に

降下 し、 日中ほ 昇現 す る

ので凍結 と融解 の相互作

用に よつ て毛管 が切 断 さ

れて乾燥 し易 く、耕転後

と同様受餞 され易い状態

と な る。

風蝕 ほ、」二額 面 か ら見

集ブコが 減 少 して 田粒 も破 壊 されて

耐蝕 性う㍉醗通す る為で あ ろ故 砂 質土 訂こ多 し＼ ま に鼠 ほ柵 の 澤田 が 広鰐で あ ろ こ とと気 象 的

よつ て緑 化 苫九 も 当地 カ ユ 1 2 舟 ｝ 5 月卿 ニュ月モ F－トトとし・・ごこ著 し1、識 凰が吹 く（

－－ 2 乎 －



但し山形県 の最上川沿岸 には9 ～ 1 ロ月強風の吹く所 もあ るが 摘 川 2D j ダシ）升 4 表 の

ように沿岸地帯ほ湿度高 いが臥強 く、多少内陸忙入 れは風 は幾分弱いが湿度ほ低もも

升 4 表 湿 度 と 風 速

項

肌
湿
度
％

平

毎

平

…
平

貴

仙

1 2 1 2 5

7 4 ．5 7 2 ．5 7 0 ．8 占 9 ．9

5 5 ．2 4 9 ．占 4 1 ．8 4 7 ．占

2 ．4 2．5 2．7

‘t 9 ＿D  l 1 5 1 占 ． 5

東北 の気供 ヱ り算 出

台

全年

7 日．5 7 占．2 ∈ 7 7 ．5

1

4 2 ．9 5 2 ．1 1 5 5 ．2

2．8 2．7 2．O i 2．2
j

1 7 ．2 1 8 ．7 1 4 ．7 l 1 9．0

7 占 ．5 － 7 8 ＿ 5

4 占月

乙 5

占1 ．8

5 ．5

2 0．9 I 5 1．5

当地方傾斜地土壌 ま中生層、安山岩、升 5 紀層 を母材 とす る埴質土壌と、 平生 屑、花串

親 を母材 とす ろ砂質土宅知ミ多 く、そ の他ちこ火山灰土が分布 し¶ 、る。 埴質土の場合ほ団

粒化 の不 十分七 不透水暦の浅暦存在、砂質土、火山灰土 ほ凝集力 の寿糾 ＼等が受 蝕性を裔 め

る原 因 とな ㌔

41 営 農 而

福 島県 田村郡 の一県家ほ畜力、濃機具 の独創的改善に よつて、 7 Q～ 2 D O の耕地に於

て 1 0 アー ル当 り労力 水 田 5 9人 を 1 8 人 に 、′ト愛 2 4 人智 1 0 人 に減 少 し てい ち また

小型動 力耕転槻ほ各 作業共 7 日 ○まで、 下向反転ほ 1 5 0 まで、運搬ほ 1 2 ロ｛ ′1 5 ロk ．g

まで、 傾斜 ほ 1 2～ 1 5 0 まで 可 能 と帝賢 され てい るn 疲労匠 ¢凝り短 うミな い が、 傾斜 地 農

法 の制 約 の最大 た もの の 1 つ ほ労力 であ るか ら、 平坦 地農 法 よ り以 ＿出こ耕 檻 法そ の も のに

つして も省力的な作軌 耕蔭法及び農機具が要望さ れ㌔

また作付体系であ 畠が、強雨 の季節的 分布囁が、 前作 物収穫後及び後十物 の生育初期の

に軌 耕地 曝霹期に遭遇 しな い作物及 び品砥 を、土壌乃特性、 拭乱 販売、労力の配分及

び技 術的水 準を考慮して決 定す る必要があ ㌔

5． む す び

傾 斜畑 の両横 ほ比率 に して 4 5・ 8 タす瞑及 び、過 去 の侵 蝕状況 ほ 1 0 ア ー ル当 り 9 0 D k g

から 4 7，2 占4 k g に及 び特に粘土 と腐植が多い。 この事実ほ土壌 侵蝕が賢慮の基盤 であ

る地力 を消 耗 す る最 大 因子 で あつて 、直 接営 塵の 進展 を阻害す る もの であ るこ とを証 明 し

－ 5 ［l －



いるn
従つて気象条件紅絹する僻 肥 る観 料と共に、土壌管理放び虔堵管理の而か

の検討が地域別に実施されね ばな らな しも 膏た地計別にみれば畑 の見でた くL僻 牧 野な

糾えば研瞳の危険降雨弓鰐 について岩手県でほ 2・M ・D 打電iゾ 1 ロm i n であるが－北海道

1 即 でほ 1．8 r叱－／ 1 U m i n と され n 、㌔ これ ほ 土襲 の性質 及 び層 序 との関連 に於 て、

もの で あろ うの

また科学の進歩に伴って蹄 鳩 成に有効な土壌調整剤 21 ）が製造 され、改良 されてゆ く

カ；、徒費との関連に於て石灰及 び各値粗大有様物 との優劣 も局地土壌的 旺解決 さるべ き諌

担乃 1 つで あろ 弓乃

そ して理 想 型の階 段畑 をこつ い ては 常 襲 約 に成 功す ろ よ うあ らゆ る角度 か ら広 い視野 に立

って検討 されね ま花 らな しも 東北 濃 紺 の後 進 性 を こ の而 か らも早 急 に脱 却 す る ことが 、国

家的 にも急務 でほ 花 いだ ろ う力も

文 献

1） 菅野一郎 ： 常北大学川渡農場乃 士演侵 蝕状曽如こついて、東北発案、 2 、 9 4～10 2

（ 1 9 4 8 j

2 ） 児玉宗〟 ： 械斜他 に於 ける土壌侵蝕実態調査、盛業改良技 術資料 牙 1 5 軌 フ5 ～

8 占 r 1 9 5 1 ）

5 ） 北岸確三 ： 土壌 侵蝕 圃場試験成績、北海道蘇 化土肥協演会講演要 旨集ノ拓5 、 4 0

（ 1 9 5 2 ）

4 ） 一戸貞光 ：

5 ） 小幡稔笑 ：

傾斜地に於け る土壌侵故実泉郷 櫨 、蔑林省常北農試研 究報告 （19 5 口）

カバー タロブス試験方津の一例、爵業改良技術 資料 升 1 5 号、 9 5 ′｝

9 7 （1 9 5 り

占） 小原道郎 ： 伍斜方 向の差異が作物の生育、収豊及 び土壌侵蝕に及ほす影響 に関す

ろ試験、農業改良技術資料升 5 口骨、 7 1′－8 1 （ 1 9 5 5 ）

7 ） 前川忠夫他 4 名 ： 寛 北地力こおけ る樅 畦及び横睦 の調査 と実険、土壌侵蝕忙関す

る研究集録 甘、 7 1～ 8 1 （ 1 9 5 5 ）

8 ） 青島八郎 ： 果樹園の土壌保全 iこついて 吻 5 報 ）果模擬 に エる降雨速断、農業土

木研究、 2 2 、 5 8 9～′4 口4 （1 9 5 4 ）

9 ） u凍 健吾、大 泉久一 ： 慣斜畑 に於ける小食 の生育について、常北盛 業、 4 、 5 占

ノ｝ 5 8 （1 9 5 1 ）

仙 5 壬 Ⅶ



1 □） 繍宗彰未、前田信寿 ： 捌 巴法の用具が 土壌慢飽こ及ぼす影響に就 いて 抒 勒 一

土肥乱 1 9－′11 □～ ■1●1 5 ＝ 9 4 8 ）

1 1） 前 野 言索 ： 土 メ

1 8 2 （ て 9 5 ‘葺）

・ モカ ′卜環 i享鮭 箔 ． 取 ．ミ

ト 1 9 5 三，）

て5） 驚 三巨松兵 節 ：

蝕防止にF課す る研究 、農業改良技術琶料、升 1 5 奇、 1 5 9 ～′

づ塊調変額賃－．1 女良 技術 資料 ．升 5 ロ号 、 1 占5 ル 1 占 7

敵 試り賛削 ポ軸乙Fニ土執 事旗望幹ナ∴ 呈・1 8 号、 5 ロル 5 2（で9 5 7）

仙台・計前召擢災耕地土壌改良蚕業報告書 ＝ ？5 三）

小森延冶 ： 阿武隈H 掃 こ於け る山地盤業駐営の改善 、凍］ヒ

ざ 1 9 5 4 二芦

1 ろ 2 、

1 る） 具 ゎ小 ノ’う1去 ：

占† 1 占 〇 バ ー

i 、 7 占′） 7 7 卜 i 9 5 8 ）

1 7 ） 喚ご打山甫冷地試験地 ‥ 粍鮮棚 虹おけ る咋鮭殻 つ地力柑 寺試晩 嘲 口2 各年度岩手

漢詩喋 瀬年 弘 ： 2 日・一・少5 5 日 〔1 ？ 5 5 ）

1 8） 八漱 利 β三才血 石 拝和 ： 」二 紐こ関す る研 究甥） 畦 の方 向 と二土壌 盲

究、 2 4 、 5 エ ロ一≠ イ 2 3 卜 i ？ 5 フ ）

1 9 1 仙台管区式象台 ニ

2 0 う 山形県試蜜架 ：

2 1） 前門 、執 り ：

号＿i （1 9 5 A ）

凝 二王ヒ地 プチガ 気 依 i 1 9 5 1 ）

山号払県の気 候 （ 1 9 5 n う

嶺菜土木研

〈 升・i寺沿 、ノ宮放虔業 短大 学 術報告 ． 牙 ‘i

今後の土壌 調査 ｝特に士牲の判定について

山中 金 次 郎 （潜 支研化）

≡，例 えば最 近 に㌣了′与っれに 技 術 会読 の畑土 壌浦 安 の 内容 を 見 る

∫ 揃ゝ わ ヱ・lぺ 脊 に調査 乙こ簿 して少 た くと も脾式的 に ．汀 七L て送 料 ノに 内勒 こう7′・ゝ ゝ

．こっれ ェい 点に つ 、ゝ′、「＿浄 ヒ物 足 ；つて∫い感 じこ之群←た・・こ仁巾

丈ヒj去 の 二 号襲の 三 え方 に つい て も、 鴨 下野士が 過 去 叫 対立 L・7こ‘ものか ら殆

んど粁 でJ、た い．∫う、 或はタ咽 乃軽妙 ）程空包1 圭エていない と思わ れ㌔ ．、
一

掃 れ にし て も 白海の 土壌調 査 の考 え 方 キ 媛 術 ほ外 国虹 教 え ら．壬1耳 来た も の である．か ち、

－ 5 エ ー L




